
jり

的
優
勢
に
は
至
ら
な
か
っ
た
）
、
の
中
に
包
婿
さ
れ
ゆ
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
、
換
言
す
れ
ば
、
奮
東
方
ア
ジ
ア
文
化

圏
の
シ
ヤ
マ
＝
ズ
ム
が
、
イ
ン
ド
ー
イ
ラ
ン
文
化
の
中
に
生
育
し
た
佛
教
と
の
相
互
影
響
に
よ
っ
て
近
世
的
民
族
宗
教
と
し
て
綜
合

せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
各
々
の
時
代
に
於
て
宗
教
と
い
ふ
ょ
り
支
那
民
族
精
紳
自
罷
の
倫
理
服
系
化
と
も
云
ふ
べ
き
儒
教
の
主
流
に
よ

っ
て
作
用
せ
ら
れ
且
つ
之
に
作
用
し
仝
服
と
し
て
そ
の
支
那
的
特
色
を
硬
揮
し
た
が
、
近
世
西
洋
科
學
文
明
の
流
入
を
見
る
や
、
儒

教
そ
れ
自
服
が
支
那
を
特
色
づ
け
る
宗
教
と
し
て
、
基
督
教
と
の
對
立
に
於
て
定
立
せ
ら
れ
た
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
完
）

－41－

　
　
　

六
朝
人
名
に
現
Ｌ
恥
た
る
佛
歌
語
こ
）

　

六
朝
時
代
の
人
名
に
宗
数
的
・
厭
勝
的
な
意
味
を
持
っ
た
も

の
の
多
い
こ
と
は
諸
家
の
夙
に
言
及
す
る
處
で
あ
る
。
就
中
、

佛
数
経
典
か
ら
探
り
入
れ
仁
外
来
語
や
そ
の
意
譚
し
た
語
が
目

に
立
っ
て
多
い
。
こ
、
ゝ
に
褐
げ
た
の
は
か
っ
て
六
朝
正
史
を
迦

敲
し
穴
際
書
き
留
め
て
ゐ
仁
も
の
の
中
か
ら
分
類
抄
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
原
語
や
出
採
を
併
記
す
べ
き
で
あ
る
が
煩
を
い
と

ひ
、
語
を
上
に
抽
記
し
、
下
に
人
名
を
示
し
、
該
語
は
Ｉ
Ｉ
を

以
て
略
し
包
。
（
宮
川
）

菩
薩

　

部
－
－

　

尉
遅
―
－

　

高
１
１

　

元
１
１

　

明

　
　
　

Ｉ
Ｉ

　

衛
－
―

　

婁
昭
字
Ｉ
Ｉ

　

宇
文
導
字
－

　
　
　

－

　

梁
Ｉ
Ｉ

羅
漢

　

呂
１
－

　

孔
Ｉ
Ｉ

　

蒔
―
－

　

王
１
１

　

黄
Ｉ

　
　
　

－

　

楊
津
字
－
１

　

唐
－
―

菩
提

　

于
ｊ
－

　

姚
－
―

　

爾
朱
Ｉ
Ｉ

　

蒔
洪
隆
字
－

贋
曇

　

李
－
―

　
　
　

世
雄
醇
１
１

　

賜
非
－
―

維
摩

　

康
１
１

　
　
　
　

儒
童

　

宇
文
―
－

目
運

　

崔
－
Ｉ

　
　
　
　
　

普
賢

　

毛
Ｉ
Ｉ

師
利

　

陳
宣
帝
小
字
－
―
利
房

　

鍾
―
―

耶
輪

　

李
ｌ
ｊ
ｊ

　
　
　
　

倶
羅

　

魚
－
―

　

徐
１
－

摩
詞

　

蕭
ｌ
ｊ

　

崔
弘
炭
字
１
－

居
士

　

長
孫
Ｉ
Ｉ

　
　
　

嘩
師

　

宇
文
－
―

檀
越

　

高
推
小
名
－
－

金
剛

　

丁
－
―

　

萬
－
ｉ
舎
利

　

北
脊
後
主
穆
皇
后
字

―

－

沙
門

　

酉
晋
懐
帝
小
字
Ｉ
Ｉ

　

玉
軌
－
－

　

解
律
－
－

三
賓

　

傅
１
１

　
　
　
　

三
蔵

　

慕
容
―
―

沙
弼

　

王
賜
小
名
－
－

　

劉
－
Ｉ

　

庚
Ｉ
Ｉ

　

常
―
－

　
　
　

狐
－
－

三
諮

　

王
紹
字
１
・
‐
‐

　
　

道
人

　

蔡
－
―

１‾

－


